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地方独立行政法人桑名市民病院 平成23年度計画 

 

第１ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成す

るためとるべき措置 

１ 高度医療の提供 

(1) 重点的に取り組む医療の実施 

救急医療については、地域の医療機関からの紹介患者及び救急車搬送患者の積極

的な受け入れを継続する。 

〔桑名市消防本部救急搬送患者数に占める受入れ患者数の割合〕 

平成22年実績値 平成23年計画値 

22.6％ 23.5％ 

1,576人 1,720人 

がん、脳血管障害、循環器疾患、糖尿病及び消化器疾患の分野における高度医療

及び急性期医療に取り組むため、治療内容の充実及び医療提供体制の強化を図る。 

(2) 診療機能の整備 

患者アンケート等により患者動向や医療需要の変化を把握し、診療科及び診療時

間をはじめとする診療機能の充実又は見直しを行う。特に小児科及び産婦人科の機

能向上に努め、産婦人科については、引き続き産婦人科医師及び助産師確保のため

の募集を行い、現在休止している分娩の再開に向けた準備を継続する。 

診療機能の充実のため内科の増員に努めるとともに専門医の確保に努める。 

地域住民の医療需要に応じた専門外来の設置及び充実を進める。 

(3) 高度医療機器の計画的な整備及び更新 

現在の施設において、直ちに各種高度医療機器を導入することは不可能であるた

め、新病院の実現までは、経営状況等を勘案しつつ、医療機器の更新及び整備を継

続する。 

(4) 災害時及び重大な感染症の流行時等における医療協力体制の整備 

災害医療に関する研修及び医療救護を想定した訓練等を充実させ、さらに大規模

な地震・風水害の発生も想定した対策をシュミレーションし、災害に備えるととも

に、災害時には、桑名市からの要請に基づき必要な医療救護活動を実施し、桑名市

が実施する災害対策に協力する。 

 

２ 医療水準の向上 

(1) 医療職の人材確保 

医師の処遇を向上させ、各種専門医の研修機関としての認定を促進するなど、医

師にとって魅力的な病院作りに努めつつ、大学等関係機関との連携の強化、公募の

推進等により、医師の確保を図る。 

臨床研修プログラムの改善に向けて、三重県内の基幹型臨床研修病院との連携強
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化に取り組むとともに教育研修体制を整備し、臨床研修医及び後期研修医の受入れ

体制を拡充する。 

看護師、助産師及び医療技術職員については、教育実習等を通じて広域的に養成

機関との連携を強化し、看護師、助産師及び医療技術職員の確保を図る。特に、看

護師及び助産師については、新たな人材を発掘するため、全国の養成機関等への訪

問を継続して行うとともに、潜在看護師職場復帰のための研修会の開催に注力する。 

医師の長時間勤務の改善や育児中の女性職員の業務の負担を軽減するなど、ワー

ク・ライフ・バランスに配慮した働きやすい環境を整備し、人材の確保と定着に取

り組む。特に、女性医療職については、短時間正規職員制度を含む柔軟な雇用形態

や院内保育所の充実等により、その確保を図る。 

(2) 医療職の専門性及び医療技術の向上 

医師、看護師及び医療技術職員に対して、学会、発表会や研修への参加と職務上

必要な資格の取得を促すため、業務の交代や軽減並びに必要経費の法人による負担

などの支援を維持する。 

特に、看護師については、専門看護師及び認定看護師の資格の取得のため、必要

な教育課程又は研修への参加に対する法人負担を継続する。 

〔専門看護師及び認定看護師数〕 

病院名 区分 平成22年度実績値 平成23年度計画値 

桑名市民病院及び分院 
専門看護師 0人 1人 

認定看護師 0人 1人 

(3) 地域医療連携の推進 

地域の中核病院としての役割から、他の医療機関との機能分担と連携を強化する

ため、必要な地域連携パスを追加する。 

紹介された患者の受入れと患者に適した医療機関への紹介を、地元医師会等と協

力して進め、紹介率の向上を図る 

〔紹介率〕 

区分 平成22年度実績値 平成23年度計画値 

桑名市民病院 31.5％ 33.0％ 

桑名市民病院分院 34.0％ 35.0％ 

他の医療機関に対して、ＣＴやＭＲＩ等の検査データの貸出しをはじめとする診

療情報の提供や、それらの検査の受託を積極的に進める。 

〔他の医療機関からの検査受託件数〕 

区分 平成22年度実績値 平成23年度計画値 

ＭＲＩ 11件 20件 

睡眠時無呼吸症候群簡易

検査 
4件 10件 

ＣＴ 12件 20件 
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契約医療機関数 22 25 

  

(4) クリニカルパスの作成及び適用と後方支援体制の整備 

標準的かつ効率的な医療を提供することで患者負担を軽減し、治療期間も短縮す

るため、院内のパス委員会での検討を通じて、作成済みのクリニカルパスの点検や

新たなパスの作成及び適用を行う。 

〔クリニカルパスの種類数〕 

病院名 平成22年度実績値 平成23年度計画値 

桑名市民病院 24 30 

桑名市民病院分院 8 10 

他の医療機関の後方支援病院として、緊急時における桑名市民病院又は桑名市民

病院分院での受入れ等、円滑で継続的な医療を提供できる体制を強化する。 

〔後方支援する医療機関数〕 

平成22年度実績値 平成23年度計画値 

４ ６ 

地域医療連携室の機能を充実させ、地域包括支援センターや地域の介護・福祉機

関への患者情報の提供や退院時カンファレンスの取組み等を推進することにより、

その連携を強化し、医療から介護・福祉への切れ目のないサービスの提供を行う。 

さらに在宅医療への支援として訪問看護室から機能を充実させた訪問看護ステ

ーションの整備を目指す。 

 

３ 患者サービスの一層の向上 

(1) 診療待ち時間等の改善 

定期的に実施する患者満足度実態調査を基に、その現況及び原因を把握し、必要

に応じて次のような改善を行う。 

ア 再診予約制度の運用方法の再検討のほか、初診予約制度の導入等、予約制度全

般について改めて検討し、診療待ち時間を短縮する。 

イ 検査機器の稼働率の向上等により、検査待ち日数及び時間を短縮する。 

ウ 手術室の効率的な運用等、手術の実施体制を整備することで、手術件数の対前

年度比100％以上を維持する。 

〔手術件数〕 

平成22年度実績値 平成23年度計画値 

1,210件 1,240件 

(2) 院内環境の快適性向上 

患者や来院者により快適な環境を提供するため、病室、待合室、トイレ及び浴室

等の改修又は補修については費用対効果を勘案し実施するとともに、患者のプライ
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バシー確保に配慮した院内環境の整備を進める。 

 

(3) 患者の利便性向上 

医療費の支払方法として、デビットカードに続き、平成22年度にはクレジットカ

ードを導入した。引き続き、電子マネーによる支払や、コンビニエンスストアでの

収納等について、経営上のメリット及びデメリットを勘案し、その導入を進める。 

(4) 職員の接遇向上 

市民に選ばれ、市民が満足する病院であるため、既に実施している院内及びホー

ムページでの「あなたの声」の取組みに加え、定期的な患者アンケート、患者の会

等を通じて患者の意向をとらえ、患者サービスの向上につなげる。 

その上で、全職員が参加する研修を実施することにより、病院全体の接遇の向上

を進める。また、接遇の良い病院についての情報を収集し、桑名市民病院及び桑名

市民病院分院に合った取組みを継続的に行う。 

(5) ボランティアとの協働によるサービス向上 

地域のボランティアと連携・協力して患者サービスを向上させるため、ボランテ

ィアの積極的な参加が可能となるよう受入れ体制の整備を図り、募集を進める。 

 

４ より安心で信頼できる質の高い医療の提供 

(1) 医療安全対策の徹底 

市民に信頼される良質な医療を提供するため、医療安全管理委員会において医療

事故及び医療事故につながる潜在的事故要因に関する情報の収集及び分析を行い、

医療安全対策を徹底する。 

院内感染の発生原因の究明及び防止対策を確立し、患者とその家族及び職員の安

全を確保するため、院内感染対策委員会及びＩＣＴにおいて、感染源や感染経路に

応じた未然防止及び発生時の院内感染対策を検討し、確実に実施する。 

(2) 患者中心の医療の実践 

医療の中心は患者であるという認識の下、患者とその家族が自ら受ける治療の内

容に納得し、治療及び検査の選択についてその意思を尊重するため、インフォーム

ド・コンセントを徹底する。 

患者とその家族が抱える問題をよく理解して支援を行い、早期の退院を促す。 

(3) 法令の遵守等 

桑名市が設立する医療機関としての公的使命を適切に果たすため、医療法（昭和

23年法律第205号）をはじめとする関係法令を遵守するとともに、内部規律の策定、

倫理委員会によるチェック等を通じて、役職員の行動規範と倫理を確立する。 

診療録（カルテ）等の個人情報の保護並びに患者及びその家族への情報開示につ

いては、桑名市民病院個人情報保護規程に基づき、個人情報保護推進委員会を中心

として適切に行う。 
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(4) 電子カルテシステムの導入等 

電子カルテシステムについては、電子カルテシステム推進委員会を中心に情報収

集を進める。 

 (5) 病院機能評価の認定 

医療の質及び安全対策を検証し、市民からの信頼を確保するため、桑名市民病院

は財団法人日本医療機能評価機構から得られている病院機能評価の認定の基準を

維持し、さらに分院が取得している三重県が行うみえ・環境マネジメントシステ

ム・スタンダード(以下「M-EMS」という)の認定を目指し、環境改善に取り組む。 

桑名市民病院分院においては、病院機能評価の更新時期にあたるため、バージョ

ン６の認定取得を目指す。 

 (6) 市民への保健医療情報の提供及び発信 

医療に関する専門分野の知識や蓄積された情報を活用して、出前講座、市民公開

講座及び病院祭を開催するとともに、広報、ケーブルテレビ、ホームページの活用

等により、保健医療情報を継続的に発信し、市民の医療や健康に対する意識の啓発

を行う。 

〔ホームページのアクセス数実績〕 

病院名 平成22年実績値 平成23年計画値 

桑名市民病院 90,433件 108,000件 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

１ 地方独立行政法人としての運営管理体制の確立 

 理事長及び理事で構成する理事会のほか、病院内の各組織からなる体制により、法人

を的確に運営する。 

 中期目標、中期計画及び年度計画の着実な達成に向けて、評価委員会による業務実績

の評価及びそれを踏まえた業務運営の改善指摘に基づき、継続的な改善の下での業務運

営を実施する。 

 

２ 効率的かつ効果的な業務運営 

(1) 適切かつ弾力的な人員配置 

高度な専門知識と技術に支えられた良質で安全な医療を提供するため、地方独立

行政法人化のメリットの一つである柔軟な人事管理制度を活用して、医師をはじめ

とする職員を適切かつ弾力的に配置する。 

必要に応じて常勤以外の雇用形態を取り入れることにより、多様な専門職の活用

を図り、効果的な医療の提供及び効率的な業務運営に努める。 

(2) 事務部門の職務能力の向上 

桑名市の派遣職員から法人が独自に採用したプロパー職員に切り替え、また研修

等を充実させることで、医事企画業務に精通する職員を確保及び育成し、事務部門
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の職務能力を向上させる。 

あわせて、事務職員数を適正化し、事務部門のスリム化を図る。 

〔事務職員数〕 

区分 平成21年10月1日現在 平成23年2月1日現在 

本院 常勤職員 31人 35人 

臨時職員 16人 18人 

市職員 

(移行後は派遣) 
13人 5人 

計 60人 58人 

分院 常勤職員 15人 16人 

臨時職員 3人 3人 

計 18人 19人 

 

(3) 新しい人事評価制度の構築 

職員の努力が評価され、業績や能力を的確に反映した人事及び昇任管理を行うた

め、人事評価制度を適切に運用する。 

 

(4) 勤務成績を考慮した給与制度の導入 

職員の給与については、職員の努力や法人の業績が反映されるよう導入した給与

制度を適切に運用する。 

 

(5) 職員の就労環境の整備 

日常業務の質の向上を図り、患者の安全を守るとともに、優秀な職員を確保する

ため、柔軟な勤務形態の採用、時間外勤務の削減、休暇の取得の促進等、職員にと

って働きやすく、また、働きがいのある就労環境の整備を継続する。 

 

(6) 業務改善に取り組む組織風土の醸成 

各部門間のコミュニケーションを良くして、連携を円滑にする。 

その上で、病院経営に係る目標の設定や課題・改善提案に対し、職員の誰もが参

画可能な体制にするなど、職員個々が経営状況を理解し、継続的に業務改善へ取り

組む組織風土の醸成を促す。 

 

(7) 予算の弾力化等 

中期計画の枠の中で、予算科目や年度間で弾力的に運用できる会計制度を活用し

た予算執行を行うことにより、効率的かつ効果的な事業運営を維持する。 

複数年契約や複合契約等、多様な契約手法を活用し、費用及び業務量等の見直し
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を行う。 

 

(8) 収入の確保と支出の節減 

ア 収入の確保 

(ア) 医師及び看護師の充実 

〔医師数〕 

区分 平成22年3月31日現在 平成23年2月1日現在 

本院 常勤職員 27人 26人 

臨時職員 26人 27人 

計 53人 53人 

分院 常勤職員 2人 3人 

臨時職員 19人 21人 

計 21人 24人 

(イ) ７対１入院基本料の維持 

(ウ) 入院についてはＤＰＣ(診断群分類別包括評価)の円滑な運用、及びデータ

の有効活用を図り、入院患者数及び１日当たり入院収益の増加、病床利用率

の向上及び平均在院日数の短縮、外来については外来患者数及び１日当たり

外来収益の増加 

(エ) 高度医療機器の稼働率の向上 

(オ) 次年度の診療報酬の改定に関する情報の収集 

(カ) チェック体制の強化と医事・診療部門間の緊密な連携による、診療報酬の

請求漏れや減点の防止 

(キ) 患者ごとの収納状況を整理と把握することによる未収金の未然防止、及び

督促、戸別訪問を始めとした早期回収の実施 

イ 費用の節減 

医薬品、診療材料等の購入や清掃、警備等の業務委託については、２病院で一

括して調達及び契約に向けた取組みを継続する。 

(ア) 後発医薬品の採用促進 

〔後発医薬品採用率及び採用数〕 

区分 平成22年度実績値 平成23年度計画値 

後発医薬品採用率 12.5％ 13.6％ 

後発医薬品採用数 211     230 

 (イ) 薬品及び診療材料における同種・同効果のものの整理、購入方法の見直

し、定期的なたな卸し並びに過剰な在庫の防止による死蔵品及び期限切れ廃

棄品の削減の徹底 

(ウ) 委託内容、委託先及び契約方法等を全般的に見直すことによる既存の業務
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委託の適正化、並びに効率化が見込める業務における新規の業務委託の推進 

(エ) 医療安全の確保、医療の質や患者サービスの向上等に十分配慮した上での

業務の効率化・業務量の適正化による人件費の節減 

第３ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

１ 予算（別表第１） 

２ 収支計画（別表第２） 

３ 資金計画（別表第３） 

 

第４ 短期借入金の限度額 

１ 限度額 1,200百万円 

２ 想定される短期借入金の発生理由 

(1) 運営費負担金の受入れ遅延等による資金不足への対応 

(2) 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給等偶発的な出費への対応 

 

第５ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

 なし 

 

第６ 剰余金の使途 

 決算において剰余を生じた場合は、病院施設の整備又は医療機器の購入等に充てる。 

 

第７ 桑名市地方独立行政法人法施行細則（平成21年桑名市規則第26号）第５条で定め

る事項 

新病院の施設整備に関する計画 

 交通の利便性が悪く、老朽化した現在の桑名市民病院に替わる新たな地域の中核病院

の実現については、新たな再編統合を踏まえ、新病院建設に向けて準備を進める。 
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別表第１ 

予算（平成23年度） 

                              （単位：百万円） 

区 分 金 額 

収入 

  営業収益 

    医業収益 

    運営費負担金 

    運営費交付金 

    補助金等収益 

  営業外収益 

    運営費負担金 

    運営費交付金 

    その他営業外収益 

  資本収入 

    運営費負担金 

    長期借入金 

    その他資本収入 

  その他の収入 

  計 

 

4,351 

4,106 

 221 

 0 

24 

69 

53 

0 

16 

35 

5 

30 

0 

0 

4,455 

支出 

  営業費用 

    医業費用 

      給与費 

      材料費 

      経費 

      資産減耗費 

      研究研修費 

    一般管理費 

  営業外費用 

  資本支出 

    建設改良費 

    長期借入金償還金 

    その他の資本支出 

  その他の支出 

  計 

 

4,298 

4,133 

2,475 

906 

726 

0 

26 

165 

9 

135 

45 

90 

0 

0 

4,442 

 （注１）計数は、端数をそれぞれ四捨五入している。 
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 （注２）期間中の診療報酬の改定、給与改定及び物価の変動は考慮していない。 

 

 ［人件費の見積り］ 

 平成23年度は、2,611百万円を支出する。 

 なお、当該金額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当及び休職者給与の

額に相当するものである。 

 

別表第２ 

収支計画（平成23年度） 

                              （単位：百万円） 

区 分 金 額 

収益の部 

  営業収益 

    医業収益 

    運営費負担金収益 

    運営費交付金収益 

    補助金等収益 

    資産見返運営費負担金戻入 

    資産見返寄附金等戻入 

    資産見返物品受贈額戻入 

  営業外収益 

    運営費負担金収益 

    運営費交付金収益 

    その他営業外収益 

  その他の収入 

4,521 

4,452 

4,106 

221 

0 

24 

14 

19 

68 

69 

53 

0 

16 

0 

費用の部 

  営業費用 

    医業費用 

     給与費 

     材料費 

     経費 

     減価償却費 

     資産減耗費 

     研究研修費 

    一般管理費 

  営業外費用 

純利益 

4,515 

4,506 

4,336 

2,475 

906 

726 

203 

0 

26 

170 

9 

6 

 （注）計数は、端数をそれぞれ四捨五入している。 
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別表第３ 

資金計画（平成23年度） 

                              （単位：百万円） 

区 分 金 額 

資金収入 

  業務活動による収入 

    診療業務による収入 

    運営費負担金による収入 

    運営費交付金による収入 

    その他の業務活動による収入 

  投資活動による収入 

    運営費負担金による収入 

    その他の投資活動による収入 

  財務活動による収入 

    長期借入による収入 

    その他の財務活動による収入 

  前期中期目標期間からの繰越金 

4,455 

4,420 

4,106 

274 

0 

40 

5 

5 

0 

30 

30 

0 

0 

資金支出 

  業務活動による支出 

    給与費支出 

    材料費支出 

    その他の業務活動による支出 

  投資活動による支出 

    有形固定資産の取得による支出 

    その他の投資活動による支出 

  財務活動による支出 

    長期借入の返済による支出 

    移行前地方債償還債務の償還による支出 

    その他の財務活動による支出 

  次期中期目標の期間への繰越金 

4,455 

4,307 

2,611 

906 

790 

45 

45 

0 

90 

0 

90 

0 

13 

 （注）計数は、端数をそれぞれ四捨五入している。 

 

 


